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【主な取り組み】
●家庭用・産業用電力としての活用
●家畜排せつ物を活用した低炭素型
農畜産業の振興

●電動アシスト付レンタサイクル普
及促進

●環境配慮型（調和型）ツアーパッケー
ジ・島原半島ジオエネルギーツアー

【主な取り組み】
●各種交流・出会いイベントの開催
●特定不妊治療費助成事業
●グローバル教育の推進
●半島留学構想の推進
●各種検定受講支援等能力開発支援

【主な取り組み】
●シニアビジネス・起業支援
●福祉・介護関連の就業機会の拡大
●小さな拠点づくりの推進
●高年齢者の就業機会拡大
●健康増進プログラムの開発

【主な取り組み】
●世界遺産関連交流プログラムの整備
●博物館の整備検討
●世界遺産構成資産等周遊整備事業
の実施

●島原鉄道跡地等の有効活用

【主な取り組み】
●外国人向け民泊の推進
●「九州オルレ」による誘客強化
●６次産業、体験型観光の拠点整備
●古民家等を活用したレストランや
宿泊機能等の整備

●世界遺産構成資産等周遊整備事業
の実施

●観光列車の整備検討

【主な取り組み】
●物産振興組織の立上げ
●「おいしい南島原」広報活動事業の実
施

●プレミアム特産品「地産地送」構築事
業の実施

●廃校等を活用した６次産業化拠点整
備

●農産物貯蔵施設の整備
●養殖施設等の整備

【主な取り組み】
●物産振興組織の立上げ
●素麺備蓄倉庫の整備
●統一ブランドの構築
●品質向上対策の強化
●「おいしい南島原」広報活動事業の
実施

●見本市・商談会等への参加支援

【主な取り組み】
●田舎暮らし受入体制推進事業の実施
●南島原市版CCRC構想の推進
●滞在型市民農園（クラインガルデン）
の整備

●サテライトオフィス誘致・プロモー
ション事業

●車の自動走行技術関連産業誘致
●「おいしい南島原」広報活動事業の
実施

福祉関連事業所への
新規就職者数 0人 60人／31年度末まで 200人／52年度末まで

1.99人／25年度 2.09人／31年度 2.61人／52年度

健康寿命の延長

成　果　指　標 基　準　値 平成31年度（2019年） 平成52年度（2040年）

男性：69.14歳／22年度
女性：73.05歳／22年度

男性：70.30歳／31年度
女性：74.13歳／31年度

男性：74.34歳／52年度
女性：76.26歳／52年度

成　果　指　標 基　準　値 平成31年度（2019年） 平成52年度（2040年）

合計特殊出生率

346人／25年度 342人／31年度 398人／52年度出　生　数

ー 4％／31年度 25％／52年度ファミリー層人口増加率

成　果　指　標 基　準　値 平成31年度（2019年） 平成52年度（2040年）

観　光　客　数

観 光 消 費 額 12,973,781千円／26年度 14,920,000千円／31年度 17,158,000千円／52年度

1,734千人／26年度 2,000千人／31年度 2,300千人／52年度

【基本的方向】
●医療・福祉・介護のまちづくりによる活力創出
●いくつになっても元気に安心して暮らせるまちづくりの推進

【基本的方向】
●素敵な出会い・結婚機会の創出
●安心して子どもを産み育てることができる環境づくり
●郷土愛とグローバルな視野を併せ持つ学校教育

【基本的方向】
●地域資産の磨き上げと国内外へのプロモーション強化による観光・交流産業の確立
●世界遺産を活かした「ひと・まち育成」と地域ブランドの創出
●持続可能な都市経営のモデルとなる低炭素・資源循環型社会の構築

6 低炭素・循環・自然共生型ま
ちづくりプロジェクト5 世界遺産プロジェクト4 観光・交流プロジェクト

7 出会い・結婚から出産・子育て応援プロジェクト 8 健康・長生き・元気生活応援プロジェクト

1 農 業・水 産 業 活 性 化
プ ロ ジ ェ クト 2 素 麺 産 業 活 性 化

プ ロ ジ ェ ク ト 3 ＵＩターン・若者定住・
企業誘致プロジェクト

高齢化社会をリードする
暮らしと経済モデルを確立する

健康・長生き・元気生活応援プロジェクト

目標 4

目標 2

結婚・出産・子育ての希望をかなえる
出会い・結婚から出産・子育て応援プロジェクト

目標 3

地域の価値を高め多様な交流により
活力を生み出す

観光・交流プロジェクト／世界遺産プロジェクト／
低炭素・循環・自然共生型まちづくりプロジェクト

特集：南島原市まち・ひと・しごと創生総合戦略

太陽の恵みと地域資源を活かし、安定した雇用を創出する基本目標 ❶

つの戦略プロジェクトと
重点施策8 基本目標を達成するために150項目に及ぶ具体的な取り組みを実施します。

重点施策とはその中でも特に重点的な取り組みを行う事業をプロジェクト
毎に設定しています。

結婚・出産・子育ての希望をかなえる基本目標 ❸

地域の価値を高め多様な交流により活力を生み出す基本目標 ❷

高齢化社会をリードする
暮らしと経済モデルを確立する

基本目標 ❹


